
i はじめに

は
じ
め
に

『
源
氏
物
語
』
研
究
を
開
放
し
た
い
、
そ
れ
が
本
書
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

日
本
の
古
典
文
学
を
代
表
す
る
こ
の
作
品
は
、
一
〇
〇
〇
年
と
い
う
途
方
も
な
い
時
間
の
試
練
に
堪
え
得
た
も
の
だ
け
に
許
さ
れ
る
、

き
わ
め
て
分
厚
い
研
究
の
歴
史
を
含
有
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
現
在
も
止
ま
る
こ
と
な
く
、
陸
続
と
新
し
い
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
続
け

て
も
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
研
究
史
を
、
そ
し
て
研
究
の
現
在
を
把
握
し
な
け
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
別
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
、『
源
氏
物
語
』
が
そ
れ
を
専
門
と
す
る
研
究
者

の
専
有
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
こ
の
作
品
に
と
り
、
果
た
し
て
幸
福
な
事
態
と
言
え
る
の
だ

ろ
う
か
。

こ
の
際
、
専
門
外
の
研
究
者
の
参
入
を
求
め
て
、
こ
の
事
態
を
打
開
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

本
書
へ
の
執
筆
依
頼
を
行
う
に
際
し
、
私
は
そ
の
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

本
書
は
、『
源
氏
物
語
』
研
究
を
従
来
の
『
源
氏
物
語
』
専
門
ま
た
は
中
古
文
学
研
究
者
以
外
の
国
文
学
研
究
者
に
広
く
開
放
し

（
あ
る
い
は
参
画
を
促
し
）、
新
た
な
視
点
・
方
法
・
問
題
意
識
等
を
自
由
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
源
氏
物
語
』
研
究
お
よ
び
作

品
世
界
を
一
層
拡
大
・
深
化
さ
せ
る
機
縁
と
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
各
巻
に
一
人
の
執
筆
者
を
充
て
、
合
計
五
四
人
の
布
陣
を
と
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

各
専
攻
時
代
お
よ
び
人
数
の
当
初
予
定
は
、
上
代
文
学
八
人
、
中
世
文
学
一
二
人
、
近
世
文
学
一
二
人
、
近
代
文
学
二
二
人
で
あ
り
、
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各
執
筆
者
の
担
当
す
る
巻
の
選
択
は
、
ほ
ぼ
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
行
っ
た
。
ま
た
、
文
字
数
は
担
当
巻
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
編
四
〇

〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
二
五
枚
を
標
準
と
し
た
。

以
下
、
本
書
の
凡
例
を
も
兼
ね
て
、
執
筆
要
領
記
載
事
項
（
一
部
修
正
）
を
列
挙
す
る
。

一
、
論
考
に
用
い
る
『
源
氏
物
語
』
の
依
拠
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
ど
ち
ら
か
と
す
る
。

　
　
　
（
１
）
原
文
に
校
注
（
訳
）
を
施
し
た
も
の
（
次
項
の
①
②
③
）。

　
　
　
（
２
）
近
代
の
作
家
に
よ
る
現
代
語
訳
の
代
表
的
な
も
の
（
同
④
⑤
⑥
）。

　
　
　

し
た
が
っ
て
、
論
考
の
内
容
は
、
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
内
で
の
み
有
効
と
な
る
。

　
　
　
『
源
氏
物
語
』
以
外
に
つ
い
て
は
、
各
自
の
判
断
に
よ
る
こ
と
と
し
、
適
宜
テ
キ
ス
ト
名
を
記
載
す
る
。

　

二
、
前
項
に
い
う
依
拠
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
具
体
的
に
次
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
、
論
考
冒
頭
に
そ
れ
を
記
載
す
る
。

　
　
　

①
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏
物
語
』
一
～
八
（
新
潮
社
）

　
　
　

②
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』
一
～
五 

＋
別
巻
（
索
引
）（
岩
波
書
店
）

　
　
　

③
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
～
⑥
（
小
学
館
）

　
　
　

④
〈
角
川
文
庫
〉
与
謝
野
晶
子
『
全
訳　

源
氏
物
語　

新
装
版
』
一
～
五
（
角
川
書
店
／
平
成
）

　
　
　
　
　

ま
た
は
〈
角
川
文
庫
〉
与
謝
野
晶
子
『
全
訳　

源
氏
物
語
』
一
～
三
（
角
川
書
店
／
昭
和
）

　
　
　

⑤
〈
中
公
文
庫
〉
谷
崎
潤
一
郎
『
潤
一
郎
訳　

源
氏
物
語
』
巻
一
～
五
（
中
央
公
論
新
社
／
平
成
）

　
　
　
　
　

ま
た
は
〈
中
公
文
庫
〉
谷
崎
潤
一
郎
『
潤
一
郎
訳　

源
氏
物
語
』
巻
一
～
五
（
中
央
公
論
社
／
昭
和
）　　
　

　
　
　

⑥
〈
新
潮
文
庫
〉
円
地
文
子
『
源
氏
物
語
』
一
～
六
（
新
潮
社
／
平
成
）

　
　
　
　
　

ま
た
は
〈
新
潮
文
庫
〉
円
地
文
子
『
源
氏
物
語
』
一
～
五
（
新
潮
社
／
昭
和
）　

三
、
論
考
の
表
題
は
、
執
筆
者
が
自
由
に
定
め
る
が
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
（
必
須
）
を
付
す
こ
と
も
含
め
、
内
容
の
暗
示
で
は
な
く
明

示
を
旨
と
す
る
。

　

四
、
論
考
の
冒
頭
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
五
語
前
後
掲
出
す
る
。

五
、
論
考
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
制
限
を
設
け
な
い
。『
源
氏
物
語
』
の
先
行
研
究
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
（
あ
る
い
は
無
視
さ
え

し
て
）、
国
文
学
研
究
者
と
し
て
の
執
筆
者
自
身
の
独
自
の
視
点
・
方
法
・
問
題
意
識
等
に
よ
り
、
ま
っ
た
く
自
由
に
論
述
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
企
画
の
趣
旨
・
眼
目
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
、
ど
う
か
自
由
に
大
胆
に
論
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
結
果
と
し
て
同
趣
旨
の

先
行
論
と
重
複
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
先
行
論
の
正
当
性
が
別
の
観
点
か
ら
検
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
っ
て
、
学
問
的
に
意
味
な
し
と
し
な
い
。

破
天
荒
な
企
画
で
は
あ
っ
た
が
、
難
産
の
末
に
五
四
編
す
べ
て
が
勢
揃
い
し
た
。
専
攻
す
る
時
代
・
分
野
を
超
え
た
、
専
門
を
異
に
す

る
国
文
学
研
究
者
に
よ
る
多
種
多
様
多
彩
な
『
源
氏
物
語
』
論
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
、

腕
に
覚
え
の
あ
る
多
く
の
方
々
に
よ
る
様
々
な
『
源
氏
物
語
』
論
が
、
今
後
自
在
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
八
日　

最
終
原
稿
が
到
着
し
た
日

久　
　

保　
　

朝　
　

孝
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つ
の
名
を
持
つ
姫
君
の
物
語
─
…
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…
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尾
形
明
子 
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初　

音　

山
東
京
伝
の
読
本
『
絵
本
梅
花
氷
裂
』
と
『
源
氏
物
語
』

　
　
　

─
女
性
の
表
象
と
後
妻
打
ち
を
め
ぐ
っ
て
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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山
名
順
子 
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横　

笛　
『
源
氏
物
語
』
と
『
伊
勢
物
語
』
二
十
三
段

　
　
　

─
雲
居
雁
を
め
ぐ
っ
て
─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
野
奈
未 
461

鈴　

虫　
「
お
な
じ
」
も
の
と
「
か
は
れ
る
」
も
の

　
　
　

─
鈴
虫
巻
を
流
れ
る
時
間
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

坂　

堅 

太 
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夕　

霧　

猿
楽
的
世
界
の
魅
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夕
霧
の
恋
の
喜
劇
性
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

植
木
朝
子 

481

御　

法　

高
校
生
と
御
法
巻
を
全
部
読
む

　
　
　

─
興
味
・
関
心
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の
提
案
─
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
崎
早
苗 

495

　

幻　
　

光
源
氏
と
世
之
介

　
　
　

─
「
幻
」
巻
と
西
鶴
『
好
色
一
代
男
』
最
終
章
の
比
較
か
ら
─
…
…
…
…
…
…
…

佐
伯
孝
弘 

505

匂　

宮　

第
二
世
代
か
ら
第
三
世
代
へ

　
　
　

─
「
伏
線
」
と
「
照
応
」
の
視
点
か
ら
─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

光
延
真
哉 

519

藤　

袴　

光
源
氏
と
夕
霧
─
父
と
息
子
の
対
決
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

佐
藤
綾
佳 

377

真
木
柱　
「
心
も
て
あ
ら
ぬ
」
結
婚
と
玉
鬘
の
〈
場
所
〉

　
　
　

─
六
条
院
、
鬚
黒
家
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
瓶
浩
明 

389

梅　

枝　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
源
氏
物
語
の
授
業
構
想

　
　
　

─
薫
物
合
わ
せ
、
贈
答
歌
の
体
験
を
通
し
た
主
体
的
な
学
び
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
塩
卓
哉 

401

藤
裏
葉　

近
世
版
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
「
藤
裏
葉
」
巻

　
　
　

─
巻
を
象
徴
す
る
図
様
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

菊
池
庸
介 
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若
菜
上　
『
若
菜
上
』
を
読
む
─
方
法
論
の
視
座
か
ら
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柳
瀬
善
治 

425

若
菜
下　

や
ん
ご
と
な
き
人
々
の
葛
藤

　
　
　

─
女
房
革
命
が
暴
く
も
の
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

篠
崎
美
生
子 

439

柏　

木　

柏
木
と
女
三
の
宮
の
贈
答
─
歌
の
論
理
と
散
文
の
論
理
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
浦
誠
士 

449
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宿　

木　

光
源
氏
と
薫
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「
聖
」
と
「
俗
」
の
引
力
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

長
濵
拓
磨 

615

東　

屋　
〈
う
す
ら
ぼ
ん
や
り
姫
〉
浮
舟
の
物
語
始
動

　
　
　

─
『
源
氏
物
語
』
の
女
君
た
ち
の
〈
人ひ
と
が
た形
〉
か
？
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
田
晴
美 

629

浮　

舟　

浮
舟
の
憂
悶
─
死
へ
向
か
う
お
ん
な
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

影
山
尚
之 

641

蜻　

蛉　

薫
の
喪　
〈
他
者
〉
へ
の
哀
惜
の
帰
趨
す
る
と
こ
ろ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

竹
内
瑞
穂 

653

手　

習　

終
焉
の
予
感
─
周
縁
ゆ
え
の
内
面
の
自
律
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

髙
橋
龍
夫 

665

夢
浮
橋　
『
源
氏
物
語
』
の
終
わ
り
か
た

　
　
　

─
認
知
バ
イ
ア
ス
の
分
析
か
ら
─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

野
中
哲
照 

677

　
　
　
　

お
わ
り
に
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
保
朝
孝 

693

　
　
　
　

執
筆
者
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

695

紅　

梅　
「
さ
か
し
ら
」
が
る
紅
梅
と
真
木
柱

　
　
　

─
桐
壺
帝
の
孫
娘
を
求
め
る
匂
宮
と
の
関
係
─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
橋
広
満 

533

竹　

河　

草
子
地
と
語
り
手
／
書
き
手
の
戦
略

　
　
　

─
与
謝
野
源
氏
と
谷
崎
源
氏
の
比
較
を
通
し
て
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𠮷
田
司
雄 

545

橋　

姫　

中
世
人
は
「
橋
姫
」
を
ど
う
読
ん
だ
の
か

　
　
　
伊
行
・
定
家
を
勝
手
に
越
え
て
い
っ
た
素
寂
・
範
政
・
兼
良
の
源
氏
学
……
…
…
…
…

前
田
雅
之 

559

椎　

本　

椎
の
木
が
想
起
さ
せ
る
も
の

　
　
　

─
歌
・
物
語
・
俳
諧
を
つ
な
い
で
─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

早
川
由
美 

575

総　

角　

零
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

─
枯
れ
行
く
大
君
・
人ラ

ブ
ド
ー
ル形

を
愛
す
る
薫
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

田
中
貴
子 

591

早　

蕨　

早
蕨
巻
の
時
間
意
識

　
　
　

─
回
帰
す
る
時
間
・
直
進
す
る
時
間
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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下
華
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xiv

　
　
　
　
　
　

＊
本
書
で
は
第
三
巻
の
巻
名
お
よ
び
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
名
表
記
を
、
通
行
の
「
空
蟬
」
で
な
く
「
空
蝉
」
を
用
い
て
い
る
。


